
　Webとは何か．我々はWebと呼ばれるものと既に 20年付き合ってきた．それは，当初「ハ
イパーテキスト＋インターネット」以上でも以下でもなかった．文字や画像から構成されるテ
キストを，ネットワークを超えて結合することにより，広く浅く或いは一つの知識を深く掘り
下げることに役立った．
　しばらくの年月が経過した後，Web で表示される内容をプログラムによって動的に生成で
きるようになった．それから急激にWeb が持つ意味が変わってきた．今ではどうだろうか．
Web は生活の基盤になったと言ってよい．天気を調べる，本や服を買う，列車や飛行機を予
約する，預金の残高を確認する，行政手続きを行う，ビデオアーカイブを楽しむ．ありとあら
ゆる場面にWeb は入ってきている．最近の調査では，インターネット・プロトコル（IP）を
用いた通信やサービス事業は日本全体の GDP（国内総生産）の約 3.7％，約 20 兆円の規模に
なり，自動車産業など「輸送用機械製造業」を上回る．Web そのものの経済規模ではないに
せよ，Web の位置づけは益々拡大していると考えてよいだろう．
　ところが昨年のことである．米国WIRED誌編集長のクリス・アンダーソン氏は突然「Web
は終わった」と発表し米国を中心に議論を巻き起こした．正確には「オープンなWeb からク
ローズドなWeb やアプリケーションに移行しつつある」という主旨だ．彼がこれを言い出し
た理由は三つあると考えられる．一つ目はソーシャル・ネットワークと呼ばれる「人」に焦点
をあてたクローズドなアプリケーションが脚光を浴びていること，二つ目はスマートフォンや
タブレット機器の台頭，そして三つ目はビデオなどの非テキストデータの増大である．いずれ
もこれまでWebの世界では主役であったハイパーテキスト，検索エンジンやWebブラウザー
を必須とはしないものだ．
　本当にWeb は終わったのであろうか？
　ある意味ではそれはイエスであり，別の意味ではノーである．狭義のWeb ＝「Web ブラウ
ザーを主役とするWeb」は，インターネット利用全体の拡大そのものから見ると，ブラウザー
利用の拡大が緩やかなために，むしろ縮んで見えることもあるかもしれない．しかしWeb の
定義は元来そのようなものではない．例えばWeb の心臓はブラウザーでも HTTP でも
HTMLでもなく，DNS（ドメイン名システム）とURI/URL であるという解釈がある．そう
であるならば，Web は終わるどころか拡大し続けている．
　しかしここで言いたいことはWeb の正確な定義ではない．誤解を恐れずに言えば，そんな
ものは無意味である．Web は変化している．進化している．そしてそこには「Web 技術」が
介在する．
　Web はとても柔軟である．この仕組みについて，脆弱性のような負の側面で語られること
もあるが，夢を実現できるとみんなが信じるからこそ発展している．そしてそこではありった
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けの技術が投入されている．高速なブラウザー，新しい言語環境，新しい高速化技術，新しい
データ処理機構や分析技術，新しい開発フレームワーク．Web 技術の世界は本当にダイナミ
ズムに溢れている．進化の速度はきわめて速く，変化の激しいことのたとえとして使われる
「ドッグイヤー」ですら表現としては違和感がある．しかしながら，Web の世界は新しいもの
ばかりではない．古くは金融機関で培われたトランザクション処理の考え方，CPU・メモリ
や入出力の最適化をベースとしたパフォーマンスの考え方や基本的なユーザビリテリィなど変
わらないものもある．言い換えるとWeb 技術とはいつの時点も過去から生き残ってきた技術
の集大成であると言えるのではないだろうか．
　そして冒頭の問いに戻る．Web とは何か．その答えは時代によって変わる．今回の特集号
では，2011年のWeb技術の側面から，日本ユニシスがどのようにWebに取り組んできたのか，
また今後どのように取り組もうとしているのかをご理解いただく論文集とするものである．
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